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村
は
ど
の
よ
う
に

し
て
産
業
の
振
興

を
図
り
、
現
状
を
打
開
し

て
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
の
か
？

産
業
団
体
の
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
特
に
資
金
や
人
材
の

不
足
、
経
営
を
安
定
さ
せ

る
た
め
の
技
術
習
得
、
情

報
の
収
集
な
ど
が
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
各
産
業
団
体
に
従
事
す

る
方
々
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
村
、
東
京
都
が

連
携
し
て
支
援
し
て
い
き

た
い
。

ど
の
よ
う
に
地
場
産
業

を
育
て
る
か
？

山
本 
均 

議
員

春
の
日
差
し
に
包
ま
れ
た
4
月
16
日
、
『N
iijim

a

ち
ょ
っ
く
ら
い
い
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
主
催
の
第

七
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
商
工
会
に
て
開
催
さ

れ
た
。
普
段
の
生
活
や
引
っ
越
し
な
ど
で
不
要
に

な
っ
た
も
の
を
島
内
で
有
効
活
用
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
売
上
を
震
災
復
興
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
島
内
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
も
寄
付
し
て
い
る
。
大
人
も
子
供
も
一
緒
に

な
っ
て
、
子
供
売
店
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
綿
あ
め
売
店
、

式
根
島
か
ら
の
パ
ン
販
売
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛

り
上
げ
て
い
た
。

表 
紙 
は 
語 
る　

一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

 計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

新島港B堤漁港の風景。
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総
合
戦
略
は
何
処
に
？

新
年
度
に
は
総
合

戦
略
に
基
づ
く
事

業
に
ど
う
い
っ
た
も
の
が

あ

る

の

か
？

出

生

率

に

関
し
、
平
成
26

年
の
1
・

44

か
ら
平
成
32

年
ま
で
に

1
・
6

に
す
る
と
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
の
か
？

新
島
村
基
本
計
画
と

合
わ
せ
様
々
な
施

策
が
総
合
戦
略
に
基
づ
く

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

が
、
全
て
の
事
業
が
何
ら

か
の
形
で
こ
の
戦
略
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

事
業
検
証
は
総
合
戦
略

検
証
委
員
会
が
毎
年
行
な

い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
修

異
議
な
し
！

「･
･
･
･
･
･

し

た

い

と
思
い
ま
す
が
、
ご
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

議
長
の
呼
び
掛
け
に

議
場
で
は
た
い
て
い
冒

頭
の
よ
う
に
応
じ
る
。

主
に
慣
例
と
な
っ
て
い

る
議
事
の
進
行
方
法
な

ど
が
対
象
と
な
る
。

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と

を
す
る
の
か
？
デ
ュ
ー

プ
ロ
セ
ス
（
適
正
手

続
）
、
こ
れ
に
尽
き

る
。
議
案
の
採
決
に
正

当
性
が
付
与
さ
れ
る
の

は
、
キ
チ
ン
と
定
め
ら

れ
た
手
順
を
ふ
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
七
面
倒
臭
い

と
思
っ
て
も
順
序
ど
お

り
に
議
事
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同

時
に
あ
る
程
度
、
想
定

で
き
重
要
で
な
い
個
所

は
短
縮
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
の
よ

う
な
要
請
に
基
づ
く
。

と
い
う
こ
と
で
異
議

な
し
？

議会にいきかう言葉議会にいきかう言葉

正
・
改
善
を
加
え
、
実
施

の
可
否
を
判
断
す
る
。

特
養
ホ
ー
ム
の
運
営
の
正

常
化
は
？

現
在
の
特
養
ホ
ー
ム

の
就
業
状
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

３
月
１
日
現
在
、
総

職
員
数
77
名
、
常
勤

換
算
で
は
65

名
（
一
年
前

は
69

名
）
、
内
介
護
職
は

30

名
で
若
干
名
の
介
護
職

の
確
保
が
必
要
。

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の

業
務
の
再
開
は
？

４
月
に
何
名
か
入
る

と
聞
い
て
い
る
。
８

月
過
ぎ
に
職
員
住
宅
（
６

世
帯
分
）
が
出
来
た
場
合
、

そ
れ
以
降
従
事
者
を
そ
ろ

え
教
育
す
る
の
で
少
し
遅

れ
る
か
、
と
思
う
。

住
民
公
聴
会
の
開
催
は
？

村
長
は
住
民
公
聴
会

を
開
く
意
思
が
あ
る

の
か
？

各
町
会
の
み
な
さ
ん

に
集
ま
っ
て
も
ら
っ

て
私
が
行
っ
て
意
見
を
聞

く
、
と
い
う
町
会
単
位
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

４
月
に
な
る
と
各
自
治

会
の
役
員
が
変
わ
っ
て
新

し
い
態
勢
に
な
る
の
で
、

そ
れ
以
降
に
時
期
を
選
ん

で
や
り
た
い
。

特養ホーム、居室前の通路に出て午後の歓談。
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う
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

2
0
2
0
年
に
東
京

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
産
業
の
活
性

化
を
図
る
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
新
し
い
産
業
の
創
出
に

努
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

村
長
の
所
見
を
伺
う
。

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
利
用
は
島
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
う

え
で
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ

り
、
委
員
会
・
事
業
者
・
専

門
家
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

離
島
振
興
法
と
有
人
国
境

離
島
地
域
に
係
る
特
別
措

置
法
に
つ
い
て

有
人
国
境
離
島
地
域

の
保
全
及
び
特
定
有

人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地

域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
以
下
「
こ
の

法
」
と
い
う
）
が
平
成
29
年

公
共
施
設
に
於
け
る
警
備

体
制
の
取
扱
い
に
つ
い
て

診
療
所
で
の
宿
直
の

取
扱
い
に
つ
い
て
質

問
す
る
。
女
子
看
護
師
の
宿

直
は
身
の
安
全
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
た
警
備
の
改

善
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
い
か
が
か
？

本
村
の
診
療
所
は
夜

間
、
看
護
師
１
名
が

当
直
し
て
い
る
。
不
審
者
の

侵
入
に
は
緊
急
時
以
外
、
入

口
は
施
錠
し
て
い
る
。

　

緊
急
時
や
急
患
の
際
は
医

師
が
来
る
の
で
看
護
師
だ
け

に
な
る
こ
と
は
な
い
。
看
護

師
が
不
安
を
感
じ
る
場
合
、

事
務
長
等
へ
の
連
絡
体
制
を

組
ん
で
い
て
、
診
療
所
の
２

階
に
は
職
員
住
宅
も
あ
る
。

　

式
根
島
診
療
所
は
オ
ン

コ
ー
ル
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
職
員
住
宅
も
敷
地
内
に

あ
り
、
対
応
で
き
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
警
備
員
の
配
置

は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
、
施
設
の
建
替
え
の
際
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
村
長
の
施
政

方
針
に
つ
い
て

新
年
度
は
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
が
完
了
し
、
平
成
30
年
度

か
ら
高
度
情
報
通
信
網
が
利

用
可
能
と
な
る
。
Ｉ
Ｔ
関
連

産
業
の
誘
致
等
を
積
極
的
に

進
め
る
な
ど
利
用
促
進
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
村
長

の
所
見
を
伺
う
。

昨
年
４
月
に
発
足
し

た
「
新
島
村
超
高
速

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
と
と
も
に
停
滞
し
て
い

る
産
業
の
起
爆
剤
に
な
る
よ

本村診療所内のナースステーション

前
田 

邦
弘 

議
員

青
沼 

喜
六 

議
員
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度
か
ら
施
行
さ
れ
、
島
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
予
算
が

数
多
く
措
置
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
で
は
三
宅
島
・
御
蔵

島
・
八
丈
島
・
青
ケ
島
と
小

笠
原
諸
島
が
こ
の
法
の
適
用

を
受
け
る
。

　

伊
豆
七
島
は
国
の
離
島
振

興
法
に
基
づ
い
て
東
京
都
と

町
村
で
離
島
振
興
計
画
を
作

成
し
、
離
島
の
活
性
化
を

図
っ
て
き
た
が
、
今
後
新
島

村
を
含
む
北
部
４
島
の
離
島

振
興
計
画
に
こ
の
法
は
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
く
る
と
考

え
る
か
？先

日
の
都
知
事
と
の

意
見
交
換
の
場
で
も

特
定
有
人
離
島
地
域
と
離
島

振
興
法
の
み
の
地
域
と
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
措
置
を

講
じ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

て
き
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

サ
ー
フ
ィ
ン
招
致
に

つ
い
て
総
括
を
。

徳島県・神山町のIT企業のサテライトオフィス（平成26年の議員視察）

前
田 

卓
秀 

議
員

平
成
28
年
６
月
に
招

致
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
が
、
他
地
域
と
比
べ
遅

れ
た
こ
と
、
ま
た
取
り
組
み

方
に
も
反
省
す
る
べ
き
点
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
結

果
的
に
見
れ
ば
千
葉
あ
り
き

の
出
来
レ
ー
ス
で
あ
っ
た
感

が
す
る
。

　

今
後
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

次
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
『
新
島
』
イ

コ
ー
ル
『
サ
ー
フ
ィ
ン
の

島
』
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
、

観
光
Ｐ
Ｒ
の
柱
に
サ
ー
フ
ィ

ン
を
前
面
に
出
し
、
観
光
振

興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

婚
活
事
業
の
委
員
会
体
制

づ
く
り
の
提
案

毎
年
確
実
に
婚
姻
・

出
産
と
成
果
が
で
て

い
る
婚
活
事
業
（
島
婚
）

は
、
商
工
会
に
委
託
し
た
３

年
間
の
区
切
り
も
迎
え
た
。

加
え
て
小
池
都
知
事
か
ら
は

島
外
男
女
向
け
の
『
縁
結
び

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
へ
の

協
力
要
望
が
あ
り
、
こ
の
受

け
皿
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
従
来
の
島
婚
事
業
ス

タ
ッ
フ
数
名
と
役
場
か
ら
課

を
越
え
た
人
員
に
よ
る
委
員

会
発
足
を
提
案
し
た
い
。
報

告
書
と
課
題
共
有
、
他
事
例

木
村 

諭
史 

議
員
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検
証
、
視
察
研
修
な
ど
の
準

備
段
階
を
重
視
し
、
そ
の
上

で
委
員
会
の
方
針
に
沿
っ
て

柔
軟
に
予
算
と
実
施
を
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。

今
ま
で
実
施
主
体
メ

ン
バ
ー
と
ど
の
よ
う

な
組
織
に
し
て
い
く
か
協

議
を
し
た
上
で
、
予
算
の
組

み
替
え
を
含
め
、
ど
の
よ
う

な
形
態
で
実
施
し
て
い
っ
た

ら
よ
い
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。
５
月
の
連
休
明
け
か
ら

夏
前
ま
で
に
協
議
を
行
う
よ

う
に
し
た
い
。

新
島
村
消
防
団
の
改
善
方

針
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
伴
い
、

地
域
消
防
の
担
い
手

減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
夜
警
手
当
等
の
増
額

だ
け
で
な
く
、
消
防
団
の
存

在
意
義
と
消
防
活
動
の
本
質

を
保
ち
な
が
ら
、
業
務
内
容

の
負
担
感
減
少
と
誇
り
を
も

て
る
活
動
の
両
立
が
必
要
。

例
え
ば
、
実
際
の
村
内
の
火

災
事
例
共
有
や
現
状
に
応
じ

た
夜
警
方
針
検
証
な
ど
も
不

足
し
て
い
る
。
分
団
長
に
過

度
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
範

囲
で
、
消
防
の
現
場
の
声
を

い
か
に
汲
み
上
げ
て
改
善
し

て
い
く
か
、
姿
勢
を
問
う
。

出
初
式
後
で
も
全
分

団
を
回
っ
て
意
見
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
タ
テ
社
会

の
連
携
・
吸
い
上
げ
る
機
能

の
改
善
が
必
要
と
感
じ
た
。

今
後
は
消
防
団
と
協
議
し
て

従
来
の
活
動
に
つ
い
て
見
直

し
を
図
る
と
と
も
に
、
団
員

に
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
伝
達
し
て
い
く
よ

う
に
し
た
い
。

地
方
創
生
の
情
報
公
開
と

実
態
体
制
の
提
案

地
方
創
生
は
い
く
つ

か
の
事
業
を
寄
り
集

め
た
性
質
で
あ
る
が
、
成
果

を
取
り
ま
と
め
た
情
報
発
信

を
提
案
す
る
。
多
岐
に
渡
る

事
業
を
個
別
に
議
論
・
対 本年1月6日の新島消防団の出初め式の雄姿。

島内外の婚活のパターン

男　性

縁結び観光

プロジェクト
従来の島婚

島　内

婿募集？

島　外

島内の
出会い

パーティー

女

　性

島

　外

島

　内
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処
せ
ず
、
官
民
挙
げ
て
総
合

的
に
捉
え
る
地
方
創
生
戦
略

チ
ー
ム
が
必
要
と
思
う
が
、

い
か
が
か
？

情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
施
策
を
総
合
戦

略
に
当
て
は
め
た
形
で
住

民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た

い
。
担
当
課
と
協
議
の
上
、

広
報
へ
の
掲
載
な
ど
を
検
討

し
た
い
。
村
に
は
産
業
振
興

会
議
を
は
じ
め
、
行
政
や
民

間
お
り
ま
ぜ
た
会
議
体
が
あ

る
。
様
々
な
分
野
別
の
会
議

で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
、
必

要
に
応
じ
て
他
の
分
野
に
も

情
報
提
供
・
共
有
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
。
そ
の
上
で
地

方
創
生
戦
略
チ
ー
ム
が
必
要

と
判
断
さ
れ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

●
木
村
諭
史

１
日
（
水
）

　

議
会
事
務
局
に
『
漁
業
の

理
論
と
実
際
』
（
書
名
）
を

取
り
に
行
く
。
よ
く
温
泉
で

お
会
い
す
る
方
の
献
本
。

２
日
（
木
）

　

多
世
代
交
流
事
業
に
参

加
。
飛
行
機
最
終
便
で
上
京

す
る
。

３
日
（
金
）

　

秋
葉
原
で
廃
小
学
校
を

ア
ー
ト
及
び
交
流
拠
点
に

改
修
し
た
『
ア
ー
ツ
千
代

田
３
３
３
１
』
を
見
学
。
カ

フ
ェ
、
イ
ベ
ン
ト
展
示
ス

ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
研

究
室
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
ま

で
あ
る
。

４
日
（
土
）

　

千
葉
大
学
に
て
社
会
人
向

け
『
都
市
環
境
情
報
演
習
』

最
終
講
義
を
５
時
間
。
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
れ
る
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
と
簡
単
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
き
る
ソ
フ
ト
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー

ム
Ｅ
Ｖ
３
の
キ
ッ
ト
を
使
用

す
る
。

５
日
（
日
）

　

飛
行
機
で
帰
島
直
前
、
神

津
島
に
赴
任
し
た
七
信
の
支

店
長
と
話
す
。
昼
過
ぎ
に
出

社
し
、
翌
日
か
ら
の
来
客
の

試
験
の
準
備
。

６
日
（
月
）

　

新
潟
よ
り
３
日
間
の
日
程

で
３
名
の
来
客
。
会
社
の
研

究
施
設
で
立
ち
会
い
の
も
と

委
託
試
験
を
行
う
。

７
日
（
火
）

　

前
日
に
同
じ
。

●
前
田
卓
秀

８
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

　

平
均
的
な
日
常
を
記
す
。

　

朝
８
時
頃
に
羽
伏
浦
に
行

き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
波
情
報

を
発
信
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
毎

日
、
実
践
。

　

午
後
か
ら
美
容
院
を
開
店

し
、
夜
10
時
ま
で
営
業
。
こ

の
中
で
来
客
か
ら
村
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
ま

た
村
内
で
声
の
あ
っ
た
住
民

か
ら
も
同
様
の
対
応
。
こ
れ

ら
を
村
に
伝
え
、
善
後
策
を

求
め
、
そ
の
結
果
を
当
事
者

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
日
々

繰
り
返
し
て
い
る
。

●
山
本　

均

15
日
（
水
）

　

パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
政
治

資
金
収
支
報
告
書
の
作
成

の
。
午
後
３
時
か
ら
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

16
日
（
木
）

　

代
船
の
２
便
で
式
根
島

へ
。
同
輩
の
葬
儀
に
出
席
。

17
日
（
金
）

　

住
民
か
ら
ゴ
ミ
集
積
場
の

増
設
の
依
頼
が
あ
り
、
実
態

把
握
の
た
め
の
写
真
撮
影
。

10
カ
所
ほ
ど
回
る
が
、
足
り

て
い
る
模
様
。

18
日
（
土
）

　

活
動
紙
の
パ
ソ
コ
ン
打

ち
。
中
々
は
か
ど
ら
な
い
。

19
日
（
日
）

　

読
書
「
無
私
の
日
本
人
」

と
「
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は

「
戦
争
」
を
選
ん
だ
」
。

20
日
（
月
）

　

議
事
の
録
音
を
起
こ
し
活

動
紙
の
パ
ソ
コ
ン
打
ち
。

21
日
（
火
）

　

午
前
中
は
庭
の
草
取
り
や

鉢
の
手
入
れ
な
ど
の
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
。
午
後
は
昨

日
に
続
き
パ
ソ
コ
ン
打
ち
。

議
員
の

    

月
間
リ
レ
ー
日
記

２月


